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川中子 それでは、９時になりました。おはようございます。本日の第４回「語らいサロ

ン」をこれから始めたいと思います。よろしくお願いします。それでは、始める前

に確認をしておきたいことがあります。

（ Zoomによる「オンライン語らいサロン」、参加上のおねがいの確認）

それでは、今日のお話ですが、１月のテーマは「 GIGA スクール構想の疑問点

・不安なこと」についてということで話をしていきたいと思います。 GIGA スク

ール構想の、一番大事なこととして、タブレット端末を一人１台子どもたちに配

布するという計画があり、１月からスタートしました。そのことについて後でお

話ししていただけたらと思うんですが。まず、今日ご参加いただいている皆さ

んのご自身のことを、自己紹介をお願いしたいと思っています。お子さんの学

年とお名前を教えていただければと思います。それと、今回はＩＣＴの活用につ

いて、ご自身のことやお子さんのことについてのエピソードをお聞かせ願えれ

ばと思います。ご自身がＩＣＴをどのように使っていらっしゃるか、それからお子

さんが例えばスマホをもっているか、など、そういう話題を提供していただけ

たらなあと思います。それでは、私のところで映っている順番でお話しさせて

いただきます。Ａさん、ですね。よろしくお願いします。

Ａさん おはようございます。３年生と５年生の保護者（父）のＡです。よろしくお願い

します。ＩＣＴについてですが、我が家ではｉＰａｄとスマホをよく使っておりまし

て、休校の際に習い事が、ピアノとかそろばんとかが、休講になりまして。直接

通えなくなったところで、早い段階から、Ｚｏｏｍを使って先生方に教えてもら

って、やっております。私も、仕事でＺｏｏｍやＴＥＡＭＳを使うことが多いのもの

ですから、わりかし早くに取り組めたかなと思います。はい、以上です。

川中子 はい、ありがとうございます。今日はよろしくお願いします。では、Ｂさんです

ね。よろしくお願いします。

Ｂさん おはようございます。４年生の保護者（母）です。ＧＩＧＡスクールは、私の努め

ている会社でも同じようなことをやっているので、興味があって参加しました。

どうぞよろしくお願いします。本人は、母のものを使って、ｉＰａｄなり、携帯なり

を使って調べ物などをしているようです。以上です。

川中子 はい、よろしくお願いします。それでは、Ｃさん、お願いします。

Ｃさん ３年生の保護者（母）です。おはようございます。「語らいサロン」に何回か参加

させていただいているんですけど、ちょっと、だんだんと、一人目の時のような

子育てのセミナーを聞きに行ったりという情熱もなくなって。こう、参加するこ

とによって反省したりとか、考えるきっかけになるのがいいなと思って、できる

だけ参加させていただきたいなと思っていて。あと、タブレットのこともまだあ

んまり見てあげられていないので、ｉＰａｄもって帰ってきてからもどこまででき

て、そういうのが私自身も分かっていないのと、子どもが宿題とか提出してシ

ールやハンコを喜んでいるようなところがあったので、それを残念がっている

んですね。それはどうなのかなと思って、お伺いできればと思いました。よろし

くお願いします。

川中子 今、私以外に３人の方がこの部屋に入ってくださっていて話を進めていきた

いと思いますが、またこれから参加される方もいると思いますので…。あ、今、

一人入られましたね。ちょっとお待ちください。 （接続の確認）

今日の話題ですが、三吾小の GIGA スクール構想の現状について私のほう

でさせていただいて、それから今回の GIGA スクール構想のことについて、皆

さんのお感じになっているところ、さっきＤさんからも、すごく大事なポイント

を教えていただきましたので、そういうのをぜひお聞かせ願えればと思いま

す。

それでは、まず三吾小の GIGA スクール構想ですが、Ｂさんはご専門だとい

うことですので、こちらが教えていただきたいところです。子どもたちに１台の

タブレット端末等を渡して、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備する

ことで、多様な子どもたち一人一人の資質・能力を確実に育成できる教育 ICT

環境を実現するための構想、ということで。墨田区は、かなり真剣に取り組んで

くださって、他の市区町村も取り組んではいるんですが、かなりいい線でここま

で進んできているんじゃないかと思います。この１月から全児童・生徒にｉＰａｄ

の配布が始まっています。国からは４万５千円の補助が出ているんですが、実

際に皆さんにお配りしているのは６万円くらいしますので、差額は墨田区の税

金でまかなっているということです。

本校の場合は、平成３０年度・令和元年度の墨田区学校 ICT 化推進タブレッ

ト端末活用モデルに指定されていまして、区内の学校で唯一、学校に２４０台の

ｉＰａｄをいただいて、通信関係も整備していただいて、２年間ｉＰａｄを使っての

授業をやってきました。学力向上を目指す研究ということで、ｉＰａｄを使いなが

らですね、学芸大学の高橋純先生という方に来ていただいてご指導いただい

たり、台東区の方で活躍されている佐久間茂和という方に専属講師になってい

ただいて、月一回くらいずつ研修をやってきたという感じです。子どもたちは
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タブレットの扱いには非常に慣れて、簡単に言うと、学習の中で自然にタブレッ

トを使えるようになっています。タブレットはもう特別なものではなく、鉛筆や

ノートなどと同じようなツールの一つになってきているかなと感じています。

昨年の、ちょうど１年前ですね、１月２１日に本校でやって来た研究の発表を

本校で行いました。あ、Ｄさんですね。

Ｄさん おはようございます。

川中子 ご参加ありがとうございます。それでは、簡単にお子さんの学年とお名前と、

それからＩＣＴ関係の使用状況などについて、自己紹介を兼ねてお話いただけ

ますでしょうか。

Ｄさん ３年の保護者（母）です。うちは、スマホとかはもたせてなくて、去年の休校中

にタブレット式のパソコンを購入しました。そこから、本人が好きなことじゃな

いと始めないので、アルファベットとかの練習用にマイクラを始めてアルファベ

ット入力で本人にやらせて、そこから、学習のを。そこから興味を持ってきたら

計算とかそういうのに取り組んで今やっている状態です。でも今、基本マイクラ

が中心になってきちゃっていますね。

川中子 そうですか。それでは、Ｄさん。今、私の方で今の三吾小の現状をお話しさせ

ていただいていて、また後で、今子どもたちにタブレットを配ったんですが、何

に気をつけていったらいいかなどについてお話をしていきたいなと思います

ので、また後でお話ししていただいたりすると思いますのでよろしくお願いし

ます。

Ｄさん はい。よろしくお願いします。

川中子 それでは画面の方に戻ります。えー、三吾小では２年間タブレットを使った授

業研究に取り組んできていましたので、今、２年生以上の子どもたちは、普通に

授業に使うｉＰａｄの使い方は、普通に使いこなしています。これは、他校の子ど

もたちとはずいぶん違う状況でですね、本校は２年分進んできて良かったなと

思っているところです。

ちょうど私たちが１年前に研究発表をやったときにですね…。あ、もう一人い

らっしゃいましたね。

Ａさん 画面が共有されていないようですね。

川中子 あら！そうでしたか。ちょっと待ってください！ …これでどうでしょうか？

Ａさん あ、大丈夫です。見えました。

川中子 良かったです。あ、Ｅさん、聞こえますか？ご参加ありがとうございます。

Ｅさん おはようございます。遅くなりまして…。

川中子 とんでもございません。それでは、最初に、自己紹介を兼ねてお子さんの学

年とお名前と、それからＩＣＴの活用状況についてお話いただけますか？

Ｅさん ３年の保護者（母）です。よろしくお願いします。家庭では、タブレットなんかは

もともと使っていたので。今回ｉＰａｄが支給されても、あまり抵抗なく、使えて

いる状態ではあるかなという感じがします。

川中子 そうですか。ありがとうございます。それじゃ後でまた、タブレットの使い方

なんかについてもみんなで話してみたいと思いますので。よろしくお願いしま

す。

では、今、画面に映っているやつで、学校の現状を今お話ししています。

昨年の１月２１日に研究発表会をやってですね。そのとき、ちょうど一月ぐら

い前に文部科学大臣がこういうことを言ったというのがあったんですね。（この

後、荻生田文科相が突然発表した GIGA スクール構想についての、資料にある

ことの説明）本校の研究発表が終わってひと月後ですかね。コロナの影響がど

んどん広がっていって、２月２７日の阿部元総理の休校宣言となりました。そこ

から３ヶ月、学校が休校になり、このＩＣＴ機器を使って相互のやりとりができる

ようになっていなかったという、日本の弱点があらわになりました。三吾小で

は、２年間の実践がありましたので、子どもたちも慣れていて、区内でも他校に

先駆けて今週からタブレットの持ち帰りも開始したというところです。他の学校

はまだ学校で練習をしていて、持ち帰りはまだしていません。三吾の状況を見

て、他校でも進めていくということになっています。ただ、緊急事態宣言も出ま
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したので、とにかく早くしようと、教育委員会も焦っている状況です。

それでは、今、タブレットを配ったんですが、タブレットについての疑問点とか

不安に思っていることなどがあったらお話ししていただければと思うんですが

いかがでしょうか。ここから１５分位このお話しができたらなと思うので、ぜひ

積極的にお話ししてください。ご意見ある方はミュートを解除して、お話しいた

だければと思います。あ、それでは、Ａさん。お願いします。

Ａさん はい。案内を見ますと、勉強の用途に使ってくださいと書いてありますが、よ

く見ると音楽のソフトが入っていたりして、そちらで私、遊んでしまって、子ども

に注意されてしまったんです。どこまで活用していいのかな、と、家庭内で活用

していいのかなと感じています。

川中子 ありがとうございます。他のご家庭はいかがですか？ おうちに持って帰っ

てきて、どうでしょうか？

Ｄさん うちは、結構、動画撮ってる感じですね。写真、カシャって撮って少し戻して送

るみたいなことができるので、それを使って遊んじゃってて。まだ、そこまで家

の中では勉強でって定着していない感じです。そっちのほうが、今、興味持っち

ゃっている感じです。学校から、タブレットでここはやっておいて、っていうのが

明確にしてあると、やると思うんですけど。本人もどれをどこまでやる、という

のがわからないみたいで。今現在では、そんなに活用ができていないかなって

感じがします。

川中子 そうですね。家庭でどういう風に使うかっていうのは、学校の方でも今試行

錯誤しているところで、各学年で今工夫しながらやっているところなんですが。

わざと、タブレットを使うような宿題をだしたりということを先生によってはや

ってみて、先生同士で情報交換もしているところです。あ、今、もう一人入って

くださっている方がいらっしゃるようですので、少々お待ちください。あ、うま

くいかなかったかな？ 他いかがでしょうか。 Ｂさんのところはいかがです

か？

Ｂさん うちは、「今日の一句」というのが毎日宿題で出ているようで、楽しみながら

使っていますね。知らなかったのは親だけだったんですが、こんな風にうまく使

えているんだなと感心しております。ですが、どこまで制限をかけてあるのか

がちょっと分からなくて、余計なところにははいらないようにとはいっている

んですが、皆様同様、どこまで介入していくべきかに関して質問がありました。

川中子 ありがとうございます。Ｃさんはいかがでしょうか。

Ｃさん うちは、連絡帳がタブレットになっているので、帰ってきてまずそれを確認し

て、それから学校でやっているプログラミングを使って遊びだしてしまって、宿

題はおわったものを写真で撮って提出していました。連絡帳は、私が忙しくて

あまり、ノートに書いてこないので、見てあげていなっくて、さっそく忘れ物をし

だしているかんじです。あと、皆さんおっしゃっていたように、どこまでできる

のかっていうのを私がまだ見ていないので。パスワードをいれるのが面倒くさ

くて見ていないので、どこまでが制限ができているのか、そこらへんがお伺い

できたらなと思っています。

川中子 ありがとうございます。Ｅさんのところはどうですか。

Ｅさん うちの場合は、やはり、連絡帳が少し前から始まって。それから、トッピングで

このあいだは、各時代の名称だったりそういうものを調べていました。それか

ら学校でグーグルアースは使っていいよといってもらったようで、おうちでちょ

っといろんな、エジプトだったり、いろんなところを見て遊んでいたりしていま

した。うちの場合は家にもともとタブレットがあって、なんとなく、個人の中で

もｉＰａｄでやるのは学校のこと、自分で遊んだりとか、プログラミングだとかは

元からあるタブレットやパソコンを使ってやるというように、なんとなく子ども

の中で棲み分けができていると思うんです。お手紙とかに、友だちと Zoom が

できるよっていうようなことが書いてあったので、そのへんで今後、どんなふう

にして進めていくのかなっていうのは、ちょっと不安もあります。

川中子 ありがとうございます。まず、どのへんまでｉＰａｄが使える範囲があるのかっ

ていうご質問が多かったかと思うんですが。これまで学校で使ってきたｉＰａｄ
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はセキュリティの問題もあるんですが、制限がかかっていないのを子どもたち

に使わせていました。ですから、ＹｏｕＴｕｂｅでも何でも見ることができたし、調

べるのもすぐにできたんですが、今回区が全員に配布するに当たり、かなり大

きな制限をかけて配ることになりましたので、例えば、ＹｏｕＴｕｂｅなんかも見

ることができないようになっています。ｉＰａｄそのものに入っている機能は使う

ことができるようになっていると思うんですが、外部とつながるのが、これと、

これと、これっという感じに制限されています。今、学校ではロイロノートスクー

ルという、アプリケーションを使っていまして、授業支援システムというか学習

支援システムというんでしょうか。子どもたちが学習したものを提出するなん

ていうのはこれを使っています。世の中にはいろいろ似たようなものがあって

例えばグーグルの作っているグーグルクラスルームですとか、いろんなものが

あるんですが、墨田区ではロイロノートスクールというのを中心に活用を図ろう

としています。それと、今回お配りしｉＰａｄの中に、ＡＩが搭載された学習支援の

システム、ミライシードというのが入っています。これは小学校１年生から中学

校３年生までの学習内容がすべて入っていまして、ドリルのようなものが入っ

ていると考えていただいたらよろしいでしょうか。簡単に言うと漢字ドリルとか

計算練習とかが、中学校３年生の分まで入っています。自分で選んでやること

ができますので、例えば３年生のお子さんでも４年生や５年生の問題を選んで

挑戦することもできるようになっています。個別最適化ということにあわせた、

ＡＩが搭載されたアプリケーションを搭載した、ということを区がしきりに宣伝し

ています。そういうのをどんどん自習用に使っていくことができるかなと思う

んですけど。まず、学校から課題として出していくっていうのは、先生たちも今

研究しているところです。Ｚｏｏｍなんかについては、今、子どもたちのやつには

入れることができないようになっているので、今後必要に応じて、オンラインで

やりとりのできるようなものをいれてるべきかということを私たちも今考えて

いるところですね。

まあ、ご家庭で子どもたちが学習にどういう風に使うかっていうのは、ご家

庭で管理していただくというのは難しいと思うので、子どもたちも勝手に使っ

てくれればいいかなとは思うんですが。例えばですね、３年生だったかな？ロイ

ロノートスクールの中に、音声で子どもたち同士でやりとりができる機能を見

つけて、○○ちゃーん、なんて話しかけたりしているのがロイロノートスクール

の中に残っていたりすることもあります。子どもたちも自分でどんどんやり方

を工夫していくようになってくると思いますし、「○○は使っていい」「使っては

いけない」というような、規制をかけていくというようなことだけではダメなん

じゃないかなということで、学校では、これからインターネットとどういうふうに

つきあっていくのかということを子どもたちに教えていかなければいけないと

考えているところです。

そのインターネットを使う、っていうところで心配なことはございますか？

Ａさん 制限というよりは、むしろ、保護者からの制限というよりは、区の制限が厳し

いかなということは感じまして、この前、動画で調べ物をしようとしていたとこ

ろ、やはりＹｏｕＴｕｂｅは開けないので。例えば、算数の問題とかで、解き方を動

画で見ようと思ってもできないので、家のタブレットでやるように切り替えまし

た。ちょっと惜しいかな、という感じがします。

川中子 そうですね。非常に難しいところですよね。自由度が増せば使い勝手も良く

なるけれど、子どもたちにとって危険性も高まっていくかなというところです

ね。Ｂさんなんかは、お仕事でも、そのあたりのことはどういう風にお考えなん

でしょうか？

Ｂさん 当社の方で使っているものですと、やはり墨田区のように制限をかけて、例

えば海外の方で使っているものですと、お手洗いでは写真が撮れないようにし

てあったりですとか。今回墨田区では当社のものを使っていないということだ

ったんですけど、まあ他の他社がどういうものを使っているのが、私の方ｉＰａｄ

をあまり見せてもらっていなかったので、皆さんのように、使い勝手がまだ分

かっていなかったので、今回学校から帰ってきたら見せてもらおうかなと思っ

ています。

川中子 今回、３年生までのお子さんはキーボードのないものを配布しています。４年

生以上は、キーボードがついているもので、私たちが使っているのはこういう

形で、キーボードがついているものなんですが、子どもたちが持ち帰っている

のは取っ手が付いているようなものを持ち帰っていると思いますね。キーボー

ドの練習なんかも含めて、ローマ字を練習した高学年ということなんですが。ぜ

ひ、見てみていただければと思います。

Ｃさんはいかがですか。お子さんがインターネットを使うことについてはどう

ですか？

Ｃさん そこまで、抵抗はない、んですけど。やはり、上の子たちがいるので、パソコン

やらタブレットやらスマホやら、授業がＺｏｏｍの時もあれば。それぞれが学んで

いってくれないと困るなと、ＳＮＳやっている子もいるし。そこまで大きな心配

はしていないんですが、それぞれ自分で気をつけながらやっていってほしいな

と。それから学校のタブレットまだ見ていないんですけど、先程、動画は見られ

ないというお話だったんですが、ちょっと調べるのは。サファリが入っているの

は見たんですけど。検索とかもできないようになっているんですか？

川中子 自由な検索ができないようになっていますかね。
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Ｃさん なんか、Ｙａｈｏｏキッズは使えるようですね。

川中子 そうですね。Ｙａｈｏｏキッズは大丈夫ですね。

Ｃさん それでは、検索はできるんですね。

川中子 あと、ＮＨＫフォースクールというのも入っていて、それを見て勉強もできま

す。

Ｃさん それから、パスワードをいただいたタブレットドリルもまだ見ていないんです

が、そう言うのもそのｉＰａｄでできるんですか。それとは別にミライシードという

のも使えると。

川中子 はい、そうです。

Ｃさん タブレットドリルとは別物ですか？

川中子 はい。もうちょっといいものだと思います。タブレットドリルは、まあ、普通の

紙のドリルがタブレットに入っているだけですが、ミライシードはＡＩ搭載型で、

漢字の練習をすれば書き順の練習ができたり、採点も自動でやってもらって、

あなたに最適な問題はこれです、と選んでもくれます。

Ｃさん ありがとうございます。

川中子 はい。Ｄさんはいかがですか。

Ｄさん そうですね。うちも学校で支給される前にタブレットとか使っていたのでそん

なに抵抗はないですけど、家では調べ物なんかするときに、○○調べたいから

貸してって、言って調べるようにしていて。そこまでは、抵抗ないんですが。た

まに、広告とか出てきて、分からないでタップしちゃったり。そういうのはちょ

っと怖いなと思っています。でも今のを聞いている、学校のタブレットでやる分

に関しては、そういうのはないのかなと安心した感じで。私も学校のタブレット

がどういうことができるというのを理解していないので、皆さんが言ってた連

絡帳が見られるとか、そういうの知らなくて。まだ私自身がタブレットについて

よく分かっていないので。なんとも言えないなっていう感じですね。

川中子 私も子どもたちが授業で使っているのを見ると、実際自分では使っていない

ので、よくできるなあと驚いているところです。

Ｄさん 子どもの方が早いですよね。

川中子 そうですね。はい、ありがとうございます。Ｅさんいかがですか。

Ｅさん そうですね、うちもタブレットとかは使ったりしていたので。うちもやっぱり子

どもが使えるタブレットは、子供用に制限をかけたりしてやっていたんですね。

なので、見れる動画見れない動画があったりとか。そういうのはもともとかけ

てはいたんですけど。今回、ｉＰａｄはうちで使っているのよりもうちょっと規制

がかかっているのかなって感じは受けたので、どちらかというと教材として。そ

の中で子どもたちなりに工夫をしながら、さっきおっしゃっていたみたいに、音

声でできるのを探したりとか、子どもがいろいろと工夫してやっていけたらい

いのかなと。私自身も、全然見られていないので、子どもたちがどんな風に活

用していくのかなっていうのを、これから先も親としてきちんと見守っていけ

るのかって言うのがちょっと不安なところではあります。

川中子 はい。そうですね。ありがとうございました。実際ですね、高学年の子どもた

ちなんかはスマホ持ってる子も多くて、ＳＮＳ上で悪口を書いてしまってトラブ

ルになったりということは、三吾小でも起こっています。中学校になると、かな

り大きな問題になっていていろんな話しも聞きます。いじめにつながっていた

り、誹謗中傷につながっていたりということは起こっています。まあ、そういう

ことは、今回お配りしたｉＰａｄでは特にできないとは思いますが、例えば、提出

するものに、何か悪口書いて提出したりして先生に怒られたりしている子は何

人かいますね。でもそういうのを繰り返しながら、本当の使い方を子どもたち

も学んでいくのかな、とも思いますので、あまりすべて制限かければいいとい

うものではないなというのを、学校もこの２年間考えてきたことではあったん

ですが。

まあ、それでは、ちょっと時間もありませんので、最後に、これからこういうの

をやっていく上で、ちょっと気をつけていかなければいけないなという、一つの

参考として、私この正月に、たまたま。毎年お正月だけ新聞を何社か買ってきて

読み比べたりしているんですが、そのどの新聞にも載っていた広告に興味があ

って、すぐに手に入れて読んだ本があるんですが、それが『スマホ脳』という本

なんですね。それが、子どもたちがこれからこういうのを使っていく上でどうい

うことに気をつけなければいけないかなというのを、非常に示唆に富んだ本だ

ったので、ちょっとそのお話をさせていただきます。

（ここから、レジュメ後半と、資料に書かれている『スマホ脳』の内容の紹介）

まあ、こういうのを読んでみるとですね、子どもたちにこういうものを使わせ

るときは気をつけなければいけないなと思いますね。今回学校でｉＰａｄを配っ

たときに、３つの約束とか１０の気をつけなければならないことなんて言うのも

指導しています。使い方の問題、使う時間の問題なんかも、子どもたちがきち

んと管理できるようにという風に話しているのですが、子どもたちだけではそ

れをすべて管理することは難しいと思うので、私たち教員や保護者の皆さんに

も協力をいただかなければいけないかなと思っているところです。

まあ、最後にこういうお話をして、使うのに怖いなという気にもなりますが、

学習に効果的に使うと、子どもたちは非常に意欲的にもなりますし、実際、教科
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書とノートだけよりも子どもたちはｉＰａｄを使っているときの方が生き生きと

勉強している様子を授業中にも見られます。ＡＩを搭載したものは、子どもたち

の苦手なところを補強したりするのに非常に役に立つところもありますので、

どのように使っていくかが非常に大事になっていくのではないかと思います。

それでは、時間も来てしまいましたので、最後皆さんからありますか。Ａさん

いかがですか。

Ａさん ありがとうございました。非常に勉強になりました。子ども任せにしないで親

も関わっていきたいなと理解しました。どうもありがとうございました。

Ｂさん 同じくですね。親の方も、諦めず、ちゃんと目を見張らせて、何に興味をもっ

て。興味を持つものはやらせてあげたいとは思うんですが、やはり行きすぎた

過度な使用はさけてあげたいと思っています。いろいろとご教示いたきありが

とうございました。

Ｃさん ありがとうございました。本当に同じくで、しっかり見守って、諦めないで注

意するところはしっかりしていかないといけないなと思いました。改めて。あり

がとうございました。

Ｄさん ありがとうございました。うちも、そうですね。やっぱりタブレットの方がとっ

つきやすくて、本人もやる気が出やすいので、そこをうまく活用しながらやって

いきたいなと思います。私自身も扱いに慣れていきたいなと思います。ありが

とうございました。

Ｅさん はい、今日は本当にありがとうございました。校長先生の、さっきの最後のお

話でもありましたが、私もそこが一番気になっているところではあって、１０年

っていう、まだＳＮＳが普及しだしてまだ１０年しかたっていないっていうことで

まだまだ分からないことがたくさんあるって言うことですね。私自身もついこ

の間、タブレットとかＳＮＳとか使って、脳の発達への影響という記事を読んだ

りして、タブレットとかそういったものを使っている子は著しく脳の発達に影響

があったという記事を読んで、不安になりました。まだまだ分かっていない中

でこういったものがどんどん進んで行ってしまって、子どもたちの世代が逆に

犠牲になってしまうって言うことがないようにしていきたいなと思っていて。

今のその学校の方からもいろいろと発信して、教えていただけたらなと思いま

す。よろしくお願いします。

川中子 はい。ありがとうございます。実は学校の方もこういうことに関しては、みん

な素人ばっかりでですね。詳しい人もいるんですけど、先生たちも今こういうこ

とを初めて体験しているところで、試行錯誤を続けているところなんですが、

皆さんのこういうご意見なんかも取り入れながらながら、学校も最善を尽くし

ていきたいと思います。それでは、今日はありがとうございました。また、こう

いう機会がありましたら、ぜひご参加ください。ありがとうございました。

（文責:川中子）


